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インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関す

る法律施行令の一部改正について（通達）

令和４年６月10日、雇用保険法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係

政令の整備に関する政令（令和４年政令第212号）が、また、本日、銃砲刀剣類所持

等取締法施行令等の一部を改正する政令（令和４年政令第243号）がそれぞれ公布さ

れ、インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関する

法律施行令（平成20年政令第346号。以下「政令」という。）の一部が改正されたと

ころ、当該改正の内容等は下記のとおりであるので、事務処理上遺憾のないように

されたい。

記

インターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関する法

律（平成15年法律第83号）第14条第１項は、インターネット異性紹介事業者に対す

る事業停止命令事由として、インターネット異性紹介事業者がその行うインターネ

ット異性紹介事業に関し同法第８条第２号に規定する罪その他児童の健全な育成に

障害を及ぼす罪で政令で定めるものに当たる行為をしたと認めるときと定めてお

り、「児童の健全な育成に障害を及ぼす罪で政令で定めるもの」については、政令

第１条各号に掲げられているところ、同条が以下のように改正されたものである。

１ 政令第１条第８号関係

(1) 改正の内容

令和４年３月31日に公布された雇用保険法等の一部を改正する法律（令和４

年法律第12号）第２条の規定により、職業安定法（昭和22年法律第141号）第63

条第２号が改正され、公衆衛生又は公衆道徳上有害な業務に就かせる目的で募

集情報等提供を行い、又はこれに従事することが罰則に加えられた。

これを受け、雇用保険法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係政

令の整備に関する政令第４条の規定により、政令第１条第８号が改正され、児

童に対する労働者の募集に関する情報又は労働者になろうとする児童に関する

情報を対象とする募集情報等提供に係る職業安定法第63条第２号の罪が追加さ



れたもの。

(2) 施行期日

令和４年10月１日

２ 政令第１条第25号関係

(1) 改正の内容

令和４年６月22日に公布された性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の

形成に資するために性行為映像制作物への出演に係る被害の防止を図り及び出

演者の救済に資するための出演契約等に関する特則等に関する法律（令和４年

法律第78号。以下「ＡＶ出演被害防止・救済法」という。）において、新たに

次の行為に係る罰則が設けられた（ＡＶ出演被害防止・救済法第20条、第21条

及び第22条第１項）。

○ 制作公表者が、出演者との間で出演契約を締結しようとするときは、あ

らかじめ、その出演者に対し、出演契約事項について出演契約書等の案を

示して説明するとともに、説明書面等を交付し又は提供して説明しなけれ

ばならないにもかかわらず、説明書面等を交付せず若しくは提供せず、又

はＡＶ出演被害防止・救済法第５条第１項各号に掲げる事項が記載され若

しくは記録されていない説明書面等若しくは虚偽の記載若しくは記録のあ

る説明書面等を交付し若しくは提供すること（ＡＶ出演被害防止・救済法

第５条第１項）

○ 制作公表者が、出演者との間で出演契約を締結したときは、速やかに、

当該出演者に対し、出演契約事項が記載され又は記録された出演契約書等

を交付し、又は提供しなければならないにもかかわらず、出演契約書等を

交付せず若しくは提供せず、又は出演契約事項が記載され若しくは記録さ

れていない出演契約書等若しくは虚偽の記載若しくは記録のある出演契約

書等を交付し若しくは提供すること（ＡＶ出演被害防止・救済法第６条）

○ 制作公表者又は制作公表従事者が、出演契約の任意解除等を妨げるた

め、出演者に対し、出演契約の任意解除等に関する事項（ＡＶ出演被害防

止・救済法第13条第１項から第３項までの規定に関する事項を含む。）そ

の他その出演契約に関する事項であって出演者の判断に影響を及ぼすこと

となる重要なものにつき、不実のことを告げること（ＡＶ出演被害防止・

救済法第13条第５項）

○ 制作公表者又は制作公表従事者が、出演契約の任意解除等を妨げるた

め、出演者を威迫して困惑させること（ＡＶ出演被害防止・救済法第13条

第６項）



これを受け、銃砲刀剣類所持等取締法施行令等の一部を改正する政令第２条

の規定により、政令第１条が改正され、新たに同条第25号として、ＡＶ出演被

害防止・救済第20条若しくは第21条に規定する罪（これらの罪に当たる行為が

児童である出演者に対してされた場合における当該行為に係るものに限る。）

又はこれらの罪に係る同法第22条第１項に規定する罪が追加されたもの。

(2) 施行期日

ＡＶ出演被害防止・救済法附則第１条ただし書に規定する規定の施行の日

（令和４年７月12日）

３ 参考資料

別添１ 雇用保険法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係政令の整

備に関する政令に係る官報の写し

別添２ 雇用保険法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係政令の整

備に関する政令に係る新旧対照条文

別添３ 雇用保険法等の一部を改正する法律に係る官報の写し

別添４ 銃砲刀剣類所持等取締法施行令等の一部を改正する政令に係る官報の

写し

別添５ 銃砲刀剣類所持等取締法施行令等の一部を改正する政令に係る新旧対

照条文

別添６ ＡＶ出演被害防止・救済法に係る官報の写し



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
建
設
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
三
第
四
号
中
「
第
六
十
五
条
第
八
号
」
を
「
第
六
十
五
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。

（
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
第
五
号
中「（
職
業
紹
介
」
を「（
職
業
紹
介
等
」
に
、「
を
い
う
。
次
号
及
び
次
条
第
三
号
に
お
い

て
同
じ
。）、
労
働
者
供
給
（
同
条
第
七
項
」
を
「
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
募
集
情
報
等
提
供
、
同
条
第
八
項
」

に
、「
を
い
う
。
次
号
及
び
次
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
労
働
者
派
遣
（
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
六

号
中
「
職
業
紹
介
、
労
働
者
供
給
、
労
働
者
派
遣
」
を
「
職
業
紹
介
等
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
三
号
中
「
職
業
紹
介
、
労
働
者
供
給
、
労
働
者
派
遣
」
を
「
職
業
紹
介
等
」
に
改
め
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
）

第
四
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
八
号
中
「
労
働
者
供
給
」
を
「
労
働
者
の
供
給
」
に
改
め
、「
対
す
る
職
業
紹
介
、
児
童
に
対
す
る
労
働

者
の
募
集
」
の
下
に
「
、
児
童
に
対
す
る
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
若
し
く
は
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
児
童

に
関
す
る
情
報
を
対
象
と
す
る
募
集
情
報
等
提
供
」
を
加
え
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
四
号
及
び
第
七
十
八
条
第
一
号
中
「
募
集
」
の
下
に
「
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。御

名

御

璽

令
和
四
年
六
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
二
百
十
二
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
十
二
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び

に
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
五
条
の
六
第
一
項
第
三
号
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
七
十
五
条

第
一
項
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

五
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
業
安
定
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
五
条
の
五
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
五
条
の
六
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
（
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及

び
第
二
項
（
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
五
条
の
五
第
三
項
」を「
第

五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
、
第
四
十
条
、
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
並
び
に
第
四
十
条
、
法
第
四
十
二
条
の
二
」に
、

「
第
五
十
一
条
」
を
「
法
第
五
十
一
条
」
に
改
め
る
。





別添１




○

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
児
童
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
罪
）

（
児
童
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
罪
）

第
一
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行

第
一
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行

為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
罪
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
罪
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
六
十
三
条
第

八

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
六
十
三
条
第

一
号
に
規
定
す
る
罪
（
児
童
で
あ
る
求
職
者
に
対
し
て
暴
行
、
脅
迫
、
監

一
号
に
規
定
す
る
罪
（
児
童
で
あ
る
求
職
者
に
対
し
て
暴
行
、
脅
迫
、
監

禁
そ
の
他
精
神
又
は
身
体
の
自
由
を
不
当
に
拘
束
す
る
手
段
に
よ
っ
て
行

禁
そ
の
他
精
神
又
は
身
体
の
自
由
を
不
当
に
拘
束
す
る
手
段
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
職
業
紹
介
、
児
童
に
対
す
る
労
働
者
の
募
集
又
は
児
童
で
あ
る
労

わ
れ
る
職
業
紹
介
、
児
童
に
対
す
る
労
働
者
の
募
集
又
は
児
童
で
あ
る
労

働
者
を
対
象
と
す
る
労
働
者
の
供
給
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
条
第

働
者
を
対
象
と
す
る
労
働
者
供
給
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
条
第
二

二
号
に
規
定
す
る
罪
（
児
童
で
あ
る
求
職
者
に
対
す
る
職
業
紹
介
、
児
童

号
に
規
定
す
る
罪
（
児
童
で
あ
る
求
職
者
に
対
す
る
職
業
紹
介
、
児
童
に

に
対
す
る
労
働
者
の
募
集
、
児
童
に
対
す
る
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情

対
す
る
労
働
者
の
募
集
又
は
児
童
で
あ
る
労
働
者
を
対
象
と
す
る
労
働
者

報
若
し
く
は
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
児
童
に
関
す
る
情
報
を
対
象
と
す

供
給
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
罪
に
係
る
同
法
第
六
十
七

る
募
集
情
報
等
提
供
又
は
児
童
で
あ
る
労
働
者
を
対
象
と
す
る
労
働
者
の

条
に
規
定
す
る
罪

供
給
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
罪
に
係
る
同
法
第
六
十
七

条
に
規
定
す
る
罪

九
～
二
十
五

（
略
）

九
～
二
十
五

（
略
）
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令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
六
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一
」
を
「
次
の
イ
又

は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
割
合
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
場
合

当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合

当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
要
す
る
費
用
の
三
十
分
の
一

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
十
二
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
四
第
二
項
中
「
労
働
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
の
依
頼
を
受
け
、
当
該
者
に
関
す
る
情
報
を
労
働
者
の
募

集
を
行
う
者
又
は
募
集
受
託
者
（
同
法
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
募
集
受
託
者
を
い
う
。）に
提
供
す
る
」
を
「
同
項

第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
（
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
依
頼
を
受
け
て
行
う
場
合
に
限
る
。）を
行
う
」に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
を
含
む
。）」
の
下
に
「
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の

支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
（
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
支
給
の
期
間
の
特
例
）

第
二
十
条
の
二

受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
基
準
日
後
に
事
業
（
そ
の
実
施
期
間
が
三
十
日
未
満
の
も
の
そ
の
他
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）を
開
始
し
た
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
者
が
、厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
に
そ
の
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
は
、

当
該
事
業
の
実
施
期
間
（
当
該
実
施
期
間
の
日
数
が
四
年
か
ら
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ

れ
る
期
間
の
日
数
を
除
い
た
日
数
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
日
数
を
除
く
。）は
、
同
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
に
算
入
し
な
い
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
八
項
」
を
「
第
四
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
次
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
次
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
同
法

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
機
会

を
確
保
す
る
事
業
主
に
対
し
て
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
及
び
労
働
者
に
対
し
て
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
機
会
の
確
保
を
行
う
こ
と
。

第
六
十
四
条
中「（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）」を
削
る
。

第
六
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
当
該
求
職
者
給
付
に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
一
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
割
合
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

毎
会
計
年
度
の
前
々
会
計
年
度
に
お
け
る
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
財
政
状
況
及
び
求
職
者
給

付
の
支
給
を
受
け
た
受
給
資
格
者
の
数
の
状
況
が
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
求
職
者
給
付
の
支
給
に
支
障

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
場
合

当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給

付
金
以
外
の
求
職
者
給
付
に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
一

ロ

イ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
以
外
の
求
職
者
給
付
に
要
す
る
費
用
の

四
十
分
の
一

第
六
十
六
条
第
二
項
中
「
掲
げ
る
」
を
「
規
定
す
る
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
以
外
の
」に
改
め
、「
毎
会
計
年
度
」

の
下
に「（
国
庫
が
同
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
負
担
額
を
負
担
す
る
会
計
年
度
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
一

号
イ
中
「
同
条
第
五
項
」
の
下
に「（
同
条
第
十
項
又
は
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
を
、「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
第
六
十
七
条
の
二
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中「
毎
会
計
年
度
」の
下
に「（
国

庫
が
第
一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
負
担
額
を
負
担
す
る
会
計
年
度
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
第
一
項
第
二
号
」
を

「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
中
「
国
庫
は
」
の
下
に
「
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
つ
て
」
を
加
え
、「
三
分
の
一
」
を
「
一
部
」
に

改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
場
合

広
域
延
長
給
付
を
受
け
る
者
に
係
る
求
職
者
給
付
に
要
す
る
費
用

の
三
分
の
一

二

前
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合

広
域
延
長
給
付
を
受
け
る
者
に
係
る
求
職
者
給
付
に
要
す
る
費
用

の
三
十
分
の
一

第
六
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
十
七
条
の
二

国
庫
は
、
毎
会
計
年
度
に
お
い
て
、労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
が
あ
る
場
合
（
雇
用
保
険
率
が
千
分
の
十
五
・
五
（
徴
収
法
第
十
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
雇
用
保
険
率

が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
千
分
の
十
五
、
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
雇
用
保
険
率
が
変
更
さ
れ
て

い
る
場
合
に
お
い
て
は
千
分
の
十
四
・
五
）
以
上
で
あ
る
場
合
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。）に
は
、

当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
失
業
等
給
付
及
び
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る

費
用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
並

び
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
額
を
超
え
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
の
二
」
を
、「
算
定
方
法
」
の
下
に
「
、
第

二
十
条
の
二
の
事
業
」
を
加
え
る
。

第
七
十
九
条
の
二
中
「
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
条
の
二
」
を
加
え
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十

一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
第
六
十
七
条
前
段
」
を「（
同
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
費
用
に

係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
」
を
「
前
項
の
」
に
改
め
、「
と
あ
る
の
は
、「
」
の
下
に
「
前
各
項
（
第
一
項
第
三
号
か

ら
第
五
号
ま
で
を
除
く
。）及
び
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

附
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
次
項
」
の
下
に
「
並
び
に
附
則
第
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
」を
加
え
、

同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
三

令
和
四
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
は
、
第
六
十
六
条
第
一
項
（
同
項
第
三

号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
及
び
附
則
第
十
三
条
（
同
項
第
三
号
及
び
第
四

号
に
規
定
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
庫
は
、
同
項
（
同
項
第
三
号
及
び
第
四

号
に
規
定
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
を
負
担

す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
十
三

条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
六
十
六
条
第
六
項
中
「
前
各
項
」
と
あ
る
の
は
、「
前
各
項
（
第
一
項
第
三

号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
除
く
。）並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
（
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
費
用
に
係
る
部
分

に
限
る
。）及
び
第
十
四
条
の
三
第
一
項
」
と
す
る
。

第
十
四
条
の
四

国
庫
は
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る
失
業
等
給
付
及
び
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
給

付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
（
同
年
度
に
お
い
て
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）

附
則
第
二
十
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
れ
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
補
足
を
行
つ
た
金
額
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
金
額
に
相
当
す
る
額
を
当
該
費
用
に
加
え
た
額
）
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
る
経
済
情
勢
の
変
化
及
び
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
六
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
六
十
七
条
並
び
に
附
則
第
十

三
条
第
一
項
（
第
六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
前
条
第
一
項
（
第
六

十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
費
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
額
の
ほ
か
、
予
算
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
六
十
七
条
の
二
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。


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２

国
庫
は
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る
雇
用
安
定
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た

め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
並
び
に
同
事
業
を
実
施
す
る
期
間
に

お
い
て
実
施
す
る
第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
及
び
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に

限
る
。）に
限
る
。）に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
当
該
雇
用
安
定
事
業
に
基
づ
き
支
給
又
は
助
成
を
す
る
額
と
第
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
日
額
の
最
高
額
と
の
差
及
び
当
該
支
給
又
は
助
成
に
係
る
事
業
主
が
中
小

規
模
の
事
業
者
で
あ
る
か
否
か
の
別
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
つ
い
て
負
担
す

る
も
の
と
す
る
。

３

令
和
四
年
度
に
お
け
る
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
及
び
第
十
四
条
の
三
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
、「
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
中
「
令
和
四
年
四
月
一
日
」
を
「
令
和
七
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
。

（
職
業
安
定
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
条
の
七
」
を
「
第
五
条
の
八
」
に
、「
第
三
章
の
三

労
働
者
供
給
事
業
（
第
四
十
四
条

第
四

十
七
条
）」を
「
第
三
章
の
三

募
集
情
報
等
提
供
事
業
（
第
四
十
三
条
の
二

第
四
十
三
条
の
九
）

第
三
章
の
四

労
働
者
供
給
事
業
（
第
四
十
四
条

第
四
十
七
条
）

」に
、「
第
三
章
の

四
」
を
「
第
三
章
の
五
」
に
、「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
七
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
募
集
情
報
等
提
供
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
う
。

一

労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
等
（
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
、
募
集
受
託
者
（
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
募
集

受
託
者
を
い
う
。
第
三
号
、
第
五
条
の
三
第
一
項
、
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
五
条
の
五
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
職
業
紹
介
事
業
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
職
業
紹
介
事
業
者
等
」
と
い
う
。）を
い
う
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
依
頼
を
受
け
、
労
働
者
の
募
集
に

関
す
る
情
報
を
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
又
は
他
の
職
業
紹
介
事
業
者
等
に
提
供
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
を
、
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
職
業
の

選
択
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
収
集
し
、
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
等
（
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す

る
者
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
供
す
る
こ
と
。

三

労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
等
の
依
頼
を
受
け
、
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
を
労
働
者
の

募
集
を
行
う
者
、
募
集
受
託
者
又
は
他
の
職
業
紹
介
事
業
者
等
に
提
供
す
る
こ
と
。

四

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
を
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者

の
必
要
と
す
る
労
働
力
の
確
保
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
収
集
し
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
等
に

提
供
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
九
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
」
と
は
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
て
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。

第
四
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
募
集
情
報
等
提
供
」
と
は
、
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
て
行
う
募
集
情
報
等
提
供
を
い
う
。

第
五
条
第
四
号
中
「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
の
下
に
「
及
び
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
地
方

公
共
団
体
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
職
業
紹
介
事
業
者
」
の
下
に
「
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
」
を
加
え
る
。

第
一
章
中
第
五
条
の
七
を
第
五
条
の
八
と
し
、
第
五
条
の
六
を
第
五
条
の
七
と
し
、
第
五
条
の
五
を
第
五
条
の
六

と
す
る
。

第
三
章
の
四
を
第
三
章
の
五
と
し
、
第
三
章
の
三
を
第
三
章
の
四
と
し
、
第
三
章
の
二
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え

る
。

第
三
章
の
三

募
集
情
報
等
提
供
事
業

（
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
の
届
出
）

第
四
十
三
条
の
二

特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
廃
止

し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
の
四
第
一
項
中
「
募
集
受
託
者
」
の
下
に
「
、
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
」
を
加
え
、「
募
集
に
応
じ

て
」
を
削
り
、「
必
要
な
範
囲
内
で
」
の
下
に
「
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
目
的
を
明
ら
か

に
し
て
」
を
加
え
、
同
条
を
第
五
条
の
五
と
し
、
第
五
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
求
人
等
に
関
す
る
情
報
の
的
確
な
表
示
）

第
五
条
の
四

公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
及
び
職
業
紹
介
事
業
者
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
及
び

募
集
受
託
者
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
並
び
に
労
働
者
供
給
事
業
者
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
に

関
し
て
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
刊
行
物
に
掲
載
す
る
広
告
、
文
書
の
掲
出
又
は
頒
布
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
方
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
広
告
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
求
人
若
し
く
は
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情

報
又
は
求
職
者
若
し
く
は
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報

（
第
三
項
に
お
い
て
「
求
人
等
に
関
す
る
情
報
」
と
い
う
。）を
提
供
す
る
と
き
は
、
当
該
情
報
に
つ
い
て
虚
偽
の

表
示
又
は
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
表
示
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
及
び
募
集
受
託
者
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
に
関
し
て
広
告
等
に
よ
り
労
働
者

の
募
集
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
提
供
す
る
と
き
は
、
正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
及
び
職
業
紹
介
事
業
者
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
並
び
に

労
働
者
供
給
事
業
者
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
に
関
し
て
広
告
等
に
よ
り
求
人
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
つ
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
五
第
一
項
本
文
及
び
第
五
条
の
六
第
一
項
本
文
」
を
「
第
五
条
の
六
第
一
項

本
文
及
び
第
五
条
の
七
第
一
項
本
文
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
第
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
一
項
及
び
第
五

条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
六
号
中「（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談

役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締

役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
第
九
号
中
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
」
及
び「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）」
を
削
る
。

第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
中
「
港
湾
労
働
法
」
の
下
に「（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）」を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
第
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
一
項
及
び
第
五
条
の
七
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
三
十
三
条
の
二
第
六
項
中「
第
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
五
条
の
六
第
一
項
」

を
「
第
五
条
の
六
第
一
項
及
び
第
五
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
を
削
る
。

第
四
十
二
条
の
二
中
「
並
び
に
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
」
を
削
り
、「
職
業
選
択
」
を
「
職
業
の
選
択
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
二
条
と
し
、
第
四
十
二
条
の
三
を
第
四
十
二
条
の
二
と
す
る
。
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（
報
酬
受
領
の
禁
止
）

第
四
十
三
条
の
三

特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
は
、
そ
の
行
つ
た
募
集
情
報
等
提
供
に
係
る
労
働
者
の
募
集
に

応
じ
た
労
働
者
か
ら
、
当
該
募
集
情
報
等
提
供
に
関
し
、
い
か
な
る
名
義
で
も
、
報
酬
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

（
事
業
の
停
止
）

第
四
十
三
条
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
が
第
五
条
の
五
、
前
条
若
し
く
は
第
五
十

一
条
の
規
定
又
は
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て
当
該

特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
概
況
報
告
書
の
提
出
）

第
四
十
三
条
の
五

特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
行
う
特

定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
の
実
施
の
状
況
を
記
載
し
た
事
業
概
況
報
告
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
情
報
の
公
開
）

第
四
十
三
条
の
六

募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労
働
者
の

募
集
に
関
す
る
情
報
の
的
確
な
表
示
に
関
す
る
事
項
、
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
に
関
し
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
苦
情
の
処
理
）

第
四
十
三
条
の
七

募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
は
、
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う

者
、
募
集
受
託
者
、
職
業
紹
介
事
業
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
か
ら
申
出
を
受
け
た
当
該
事
業
に
関

す
る
苦
情
を
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
は
、
前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
の
責
務
）

第
四
十
三
条
の
八

募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
は
、
労
働
者
の
適
切
な
職
業
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、
そ
の

業
務
の
運
営
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
改
善
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
地
方
公
共
団
体
の
行
う
募
集
情
報
等
提
供
事
業
）

第
四
十
三
条
の
九

地
方
公
共
団
体
が
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
場
合
の
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
十
三
条
の
三
中
「
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
、「
特
定
募

集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
地
方
公
共
団
体
」
と
し
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
八
条
の
二
及

び
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
六
十
五
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
五

号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
又
は
第
四
十
条
」
を
「
、
第
四
十
条
又
は
第
四

十
三
条
の
三
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
行
つ
た
者
」
を
「
行
い
」
に
、「
従
事
し
た
者
」

を
「
従
事
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
行
つ
た
者
」を「
行
つ
た
と
き
。」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
募
集
」
の
下
に
「
、
募
集
情
報
等
提
供
」
を
加
え
、「
行
つ

た
者
」
を
「
行
い
、」に
、「
従
事
し
た
者
」
を
「
従
事
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七

号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
つ
た
と
き
。

第
六
十
六
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
五

号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
置
か
な
か
つ
た
者
」
を
「
置
か
ず
、」に
、「
作
成

し
た
者
」
を
「
作
成
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号

と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
者
」
を
「
と

き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

八

第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
五
条

」
を
「
第
十
四
条
の
二

」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
三
第
一
号
中
「
の
提
供
、」を
「
を
提
供
す
る
こ
と
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
促
進
に
係
る
各
段

階
に
お
い
て
、
並
び
に
労
働
者
の
求
め
に
応
じ
て
」
に
、「
の
確
保
」
を
「
を
確
保
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

２

事
業
主
は
、前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
確
保
す
る
場
合
に
は
、キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
八
条
中
「
、
第
五
条
の
四
」
を
「
か
ら
第
五
条
の
五
ま
で
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
三
条

の
八
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
者
団
体
等
の
責
務
）

第
四
十
七
条
の
三

職
業
紹
介
事
業
者
又
は
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
を
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
構
成
員
」
と
い
う
。）と
す
る
団
体
（
次
項
に
お
い
て
「
事
業
者
団
体
」
と
い
う
。）は
、
職
業

紹
介
事
業
又
は
募
集
情
報
等
提
供
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
求
職
者
又
は
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の

保
護
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
構
成
員
に
対
し
、
必
要
な
助
言
、
協
力
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

国
は
、
事
業
者
団
体
に
対
し
、
職
業
紹
介
事
業
又
は
募
集
情
報
等
提
供
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
求
職

者
又
は
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
保
護
に
関
し
必
要
な
助
言
及
び
協
力
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
募
集
受
託
者
」
の
下
に
「
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
中
「
第
五
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
募
集
受
託
者
」
の
下
に
「
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
」
を
、「
応
じ
た
労

働
者
」
の
下
に
「
、
当
該
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
か
ら
募
集
情
報
等
提
供
を
受
け
当
該
募
集
情
報
等
提
供

に
係
る
労
働
者
の
募
集
に
応
じ
た
労
働
者
若
し
く
は
当
該
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
に
よ
り
自
ら
に
関
す
る

情
報
を
提
供
さ
れ
た
労
働
者
」
を
加
え
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
」
の
下
に「（
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
場
合
に
お

け
る
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
募
集
受
託
者
」
の
下
に
「
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業

を
行
う
者
（
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
募
集
受
託
者
」
の
下
に
「
、
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
の
二
中
「
特
定
地
方
公
共
団
体
並
び
に
」
を
「
特
定
地
方
公
共
団
体
及
び
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事

業
を
行
う
地
方
公
共
団
体
並
び
に
」
に
、「
及
び
特
定
地
方
公
共
団
体
の
業
務
に
従
事
す
る
者
」
を
「
、
特
定
地
方
公

共
団
体
の
業
務
に
従
事
す
る
者
及
び
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
地
方
公
共
団
体
の
業
務
に
従
事
す
る
者
」

に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
行
つ

た
者
」
を
「
行
い
、」に
、「
従
事
し
た
者
」
を
「
従
事
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
募
集
」の
下
に「
、
募

集
情
報
等
提
供
」
を
加
え
、「
行
つ
た
者
」
を
「
行
い
、」に
、「
従
事
し
た
者
」
を
「
従
事
し
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
六
十
四
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
七

号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、

同
条
第
九
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。九

第
四
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。





第
十
五
条
第
一
項

第
一
号

そ
の
保
険
年
度
に

令
和
四
年
度
前
期
賃
金
総
額
（
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら

同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
十

九
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
令
和
四
年
度
前
期
」
と

い
う
。）に

保
険
年
度
の
中
途

令
和
四
年
度
前
期
の
中
途

そ
の
保
険
年
度
の

令
和
四
年
度
前
期
の

同
じ
。）

同
じ
。）を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

賃
金
総
額
）

賃
金
総
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
千
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
上
げ

る
。））

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る

一
般
保
険
料
に
係
る
保
険

料
率
（
以
下
「
一
般
保
険

料
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ

て

令
和
四
年
度
前
期
の
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
保
険

料
に
係
る
保
険
料
率
（
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
九
条
第

一
項
第
一
号
及
び
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
令
和
四
年
度

前
期
一
般
保
険
料
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
と
令

和
四
年
度
後
期
賃
金
総
額
（
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
令

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
三
章
第
二
節
中
第
十
五
条
を
第
十
四
条
の
二
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
協
議
会
）

第
十
五
条

都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
職
業
訓
練
に
関
す
る
事
務
及
び
事
業
を
行
う
国
及
び
都
道
府
県
の
機
関

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
関
係
機
関
」
と
い
う
。）は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の

促
進
の
た
め
の
取
組
が
適
切
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
関
係
機
関
及
び
次
に
掲
げ
る
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
協
議
会
」
と
い
う
。）を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
十
五
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
を
設
置
す
る
市
町
村

二

職
業
訓
練
若
し
く
は
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
者
又
は
そ
の
団
体

三

労
働
者
団
体

四

事
業
主
団
体

五

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
四
条
第
十
項
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者
若
し

く
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
又
は
こ
れ
ら
の
団
体

六

学
識
経
験
者

七

そ
の
他
関
係
機
関
が
必
要
と
認
め
る
者

２

協
議
会
は
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
促
進
に
有
用
な
情
報
を
共
有
し
、
そ
の
構
成
員
の
連
携
の
緊
密
化

を
図
り
つ
つ
、
都
道
府
県
の
区
域
に
お
け
る
職
業
訓
練
及
び
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
の
需
要
及
び
実
施
の
状
況

そ
の
他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
適
切
か
つ
効
果
的
な
職
業
訓
練
及
び
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
の
実
施
並
び
に

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
促
進
の
た
め
の
取
組
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

協
議
会
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
協
議
会
の
事
務
に
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
協
議
会
の

事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
条
の
三
第
一
号
」
を
「
第
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
こ
と
」
の
下
に「（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
の
確
保
に
係
る
も
の
を
含
む
。）」を
加
え
る
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
職
業
訓
練
の
実
施
に
当
た
り
、労
働
者
が
そ
の
生
活
と
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
、

職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
職
業
訓
練
の
期
間
及
び
時
間
等
に
つ
い
て
十
分
配

慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）」を
削
り
、
同
条
第
五
項
中「
第
五
条
の
四
」

を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第

四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
第
四
十
二
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
を

削
る
。

第
九
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
九
十
八
条
の
二

こ
の
法
律
に
定
め
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
一
部
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
九
十
九
条
の
三

第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
五
項
」
の
下
に「（
第
十
項
又
は
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
条
中
「
第
六
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
（
」を
削
り
、「「
附

則
第
十
三
条
第
一
項
」
を「「
同
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
を
除
く
。）、
同

法
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
、
同
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
育
児
休
業
給
付
金
」
を
「
育

児
休
業
給
付
」
に
、「
及
び
同
条
第
三
項
」
を
「
並
び
に
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
の
二
中
「
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
四
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
」

に
、「
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
」
を
「
育
児
休
業
給
付
」
に
、「
、「
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
」
を「「
介
護

休
業
給
付
金
及
び
育
児
休
業
給
付
」
と
、「
並
び
に
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
同
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
並
び
に
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
第
一
項
中
「
各
年
度
」
の
下
に
「
及
び
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
期
間
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
第
十
二
条
第
四
項
の
雇
用
保
険
率
に
つ
い

て
は
、
同
項
中
「
千
分
の
十
五
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
九
・
五
」
と
、「
千
分
の
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は

「
千
分
の
十
一
・
五
」
と
、「
千
分
の
十
八
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
二
・
五
」
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を

適
用
す
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
五
項
中
「
千
分
の
十
一
・
五
か
ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の

は
「
千
分
の
七
・
五
か
ら
千
分
の
十
三
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
三
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
一
・
五
ま
で
」
と

あ
る
の
は
「
千
分
の
七
・
五
か
ら
千
分
の
十
五
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
四
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
二
・
五
ま

で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
八
・
五
か
ら
千
分
の
十
六
・
五
ま
で
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
千
分
の
十
一
・
五
か

ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
七
・
五
か
ら
千
分
の
十
三
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
一
か

ら
千
分
の
十
九
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
七
か
ら
千
分
の
十
三
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
三
・
五
か
ら
千
分
の

二
十
一
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
七
・
五
か
ら
千
分
の
十
五
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
三
か
ら
千
分

の
二
十
一
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
七
か
ら
千
分
の
十
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
四
・
五
か
ら
千
分
の
二
十

二
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
八
・
五
か
ら
千
分
の
十
六
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
四
か
ら
千
分
の
二

十
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
八
か
ら
千
分
の
十
六
ま
で
」
と
、
同
条
第
十
一
項
中
「
千
分
の
十
一
・
五
か

ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
七
・
五
か
ら
千
分
の
十
三
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
・
五

か
ら
千
分
の
十
八
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は「
千
分
の
六
・
五
か
ら
千
分
の
十
二
・
五
ま
で
」と
、「
千
分
の
十
三
・

五
か
ら
千
分
の
二
十
一
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
七
・
五
か
ら
千
分
の
十
五
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の

十
二
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
六
・
五
か
ら
千
分
の
十
四
・
五
ま
で
」
と
、「
千

分
の
十
四
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
二
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
八
・
五
か
ら
千
分
の
十
六
・
五
ま
で
」

と
す
る
。

附
則
第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
労
働
保
険
料
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
一
条
の
二

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
の
事
業
主
が
当
該
事
業
に
つ
い
て
第
十
五

条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
保
険
年
度
に
係
る
労
働
保

険
料
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。





第
十
五
条
第
一
項

第
二
号
イ
か
ら
ハ

ま
で

前
号

附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前

号

第
十
六
条

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項

に
規
定
す
る
賃
金
総
額
の

見
込
額

令
和
四
年
度
前
期
賃
金
総
額
の
見
込
額
及
び
令
和
四
年
度

後
期
賃
金
総
額
の
見
込
額
を
合
算
し
た
額

第
十
七
条
第
一
項

一
般
保
険
料
率

令
和
四
年
度
前
期
一
般
保
険
料
率
若
し
く
は
令
和
四
年
度

後
期
一
般
保
険
料
率

和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
号
及
び

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て「
令
和
四
年
度
後
期
」

と
い
う
。）に
使
用
す
る
全
て
の
労
働
者
（
令
和
四
年
度
後

期
の
中
途
に
保
険
関
係
が
成
立
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
保
険
関
係
が
成
立
し
た
日
か
ら
令
和
四
年
度
後
期
の

末
日
ま
で
に
使
用
す
る
全
て
の
労
働
者
）
に
係
る
賃
金
総

額
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
見
込
額
（
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
直
前
の
保
険
年
度

に
使
用
し
た
全
て
の
労
働
者
に
係
る
賃
金
総
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。））
に
当
該
事
業

に
つ
い
て
の
令
和
四
年
度
後
期
の
第
十
二
条
の
規
定
に
よ

る
一
般
保
険
料
に
係
る
保
険
料
率
（
第
十
七
条
第
一
項
、

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
及
び
附
則
第
五
条
に
お
い
て

「
令
和
四
年
度
後
期
一
般
保
険
料
率
」
と
い
う
。）を
乗
じ

て
得
た
額
と
を
合
算
し
て

第
十
七
条
第
二
項

前
項

附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前

項

第
十
八
条

第
十
五
条

附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

十
五
条

第
十
九
条
第
一
項

第
一
号

そ
の
保
険
年
度

令
和
四
年
度
前
期

保
険
年
度
の

令
和
四
年
度
前
期
の

一
般
保
険
料
率
を
乗
じ
て

令
和
四
年
度
前
期
一
般
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
令

和
四
年
度
後
期
に
使
用
し
た
全
て
の
労
働
者
（
令
和
四
年

度
後
期
の
中
途
に
保
険
関
係
が
成
立
し
、
又
は
消
滅
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
度
後
期
に
お
い
て
、
当
該

保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
た
期
間
に
使
用
し
た
全
て
の
労

働
者
）
に
係
る
賃
金
総
額
に
当
該
事
業
に
つ
い
て
の
令
和

四
年
度
後
期
一
般
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
を
合
算

し
て

第
十
九
条
第
一
項

第
二
号
イ
か
ら
ハ

ま
で

前
号

附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前

号

第
十
九
条
第
三
項

前
二
項
の
労
働
保
険
料
の

附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

一
項
の
労
働
保
険
料
の

前
二
項
の
労
働
保
険
料
を

同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
項
の
労
働
保
険

料
を

有
期
事
業
以
外
の
事
業
に

あ
つ
て
は
次
の

次
の

、
有
期
事
業
に
あ
つ
て
は

保
険
関
係
が
消
滅
し
た
日

か
ら
五
十
日
以
内
に
納
付

し
な
け
れ
ば

納
付
し
な
け
れ
ば

第
十
九
条
第
六
項

第
一
項
又
は
第
二
項

附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

一
項

第
二
十
六
条
第
一

項

第
十
五
条
第
一
項

附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

十
五
条
第
一
項

附
則
第
五
条

第
十
六
条

附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

十
六
条

又
は
第
三
号

の
事
業
が
同
項
第
一
号
の
事
業
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
た

め
附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
保
険
料
の
額
を

算
定
す
る
場
合
又
は
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号

一
般
保
険
料
率

令
和
四
年
度
前
期
一
般
保
険
料
率
若
し
く
は
令
和
四
年
度

後
期
一
般
保
険
料
率

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
一
条
第
二
項
中
「
育
児
休
業
給
付
」
の
下
に
「
、
同
法
第
六
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
失
業
等
給
付
」
を
加

え
る
。

第
百
二
条
第
二
項
中
「
同
条
第
五
項
」
の
下
に「（
同
条
第
十
項
又
は
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
百
五
条
中
「
及
び
第
六
十
七
条
」
を
「
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
九
条
の
二
中
「
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
」
を「
令
和
四
年
度
」に
改
め
、「
附

則
第
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
、「
同
条
第
五
項
」
の
下
に「（
同
条
第
十
項
又
は
第
十
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
、「
附
則
第
十
一
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
四
項
」

を
、「
第
十
二
条
第
五
項
」
の
下
に「（
徴
収
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

徴
収
法
第
十
二
条
第
十
項
又
は
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
、「
若
し
く
は

第
九
項
」
と
」
の
下
に
「
、「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
徴
収
法
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
九
条
の
三
中
「
令
和
二
年
度
及
び
令
和
三
年
度
」
を
「
令
和
四
年
度
」
に
、「
附
則
第
十
四
条
の
二
第
二

項
」
を
「
附
則
第
十
四
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
第
六
十
七
条
」
を
「
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」
に
、「
附
則
第
十
三
条

第
一
項
及
び
同
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
六
条
（
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
六

十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
平

成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
四
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
」
に
改
め
、「
に
つ
い
て
は
」
の

下
に
「
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
を
加
え
、「
及
び
第
六
十
七
条
」
を「
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
」に
、「
附

則
第
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
六
条
（
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
六
項
を
除

く
。）、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
七
条
の
二
並
び
に
附
則
第
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
五
号
の

規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
十
四
条
の
三
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

令
和
四
年
度
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
四
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の

各
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
四
年
度
」
と
、「
及
び
第
十
四
条
の
三
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
同
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
二
項
」
と
す
る
。

附
則
第
二
十
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
及
び
令
和
三
年
度
」
を
「
か
ら
令
和
六
年
度

ま
で
の
各
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
後
段
を
削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。


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た
だ
し
、
雇
用
安
定
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
残
余
の
う
ち
二
分
の
一

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
定
め
る
金
額
を
雇
用
安
定
資
金
に
組
み
入
れ
、

当
該
残
余
か
ら
当
該
雇
用
安
定
資
金
へ
の
組
入
金
を
控
除
し
た
額
を
同
勘
定
の
積
立
金
に
組
み
入
れ
る
も
の
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
第
二
十
条
の
三
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
組
入
れ
が
行
わ
れ
る
年
度
に
お
け
る
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
中
「
必
要
な
金
額
」
と
あ
る
の
は
、「
必
要
な
金
額
を
、
及
び
附
則
第
二
十
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
積
立

金
へ
の
組
入
金
」
と
す
る
。

附
則
第
二
十
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
繰
り
入
れ
た
金
額
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
補
足
し
た
金
額
が
あ
る
場
合
で
あ
っ

て
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
金
へ
の
組
入
金
の
総
額
が
、
当
該
繰
り
入
れ
た
金
額
の
総
額
及
び
当
該
補
足
し

た
金
額
の
総
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
本

文
の
規
定
に
よ
り
積
立
金
に
組
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
金
額
の
総
額
か
ら
、
雇
用
勘
定
の
財

政
状
況
並
び
に
雇
用
安
定
事
業
及
び
能
力
開
発
事
業
の
実
施
の
状
況
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
に

協
議
し
て
定
め
る
金
額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
六
条

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律

（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
三
項
の
」
を
「
第
四
項
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
日
が
、」の
下
に
「
そ
の
居
住
す

る
地
域
に
お
け
る
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
（
」
を
加
え
、「
つ
い
て
」
を
「
つ
い
て
の
」
に
、「
第
三
十
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
（
次
号
に
お
い
て
「
緊
急
事
態
宣
言
」
と
い
う
。）が
さ
れ
た

日
以
前
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）前
」
に
、「
当

該
日
」
を
「
当
該
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
の
初
日
の
前
日
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ

た
日
後
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
三
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊

急
事
態
解
除
宣
言
（
次
号
に
お
い
て
「
緊
急
事
態
解
除
宣
言
」
と
い
う
。）が
さ
れ
た
日
以
前
」
を
「
そ
の
居
住
す
る

地
域
に
お
け
る
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
中
」
に
改
め
、「
場
合
」
の
下
に「（
前
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を

加
え
、「
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
」
を
「
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
緊
急
事
態

解
除
宣
言
が
さ
れ
た
日
」
を
「
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
お
け
る
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
」
に
改
め
、「
場
合
」
の
下

に「（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中「
前
項
」

を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

所
定
給
付
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
終
わ
っ
た
日
が
、
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
お

け
る
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
の
末
日
（
当
該
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
が
複
数
あ
る
と
き
は
、
そ
の
末
日
が
直

近
の
も
の
と
す
る
。）の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
後
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
は
、
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

第
四
条
及
び
第
五
条
第
一
項
中
「
期
間
」
の
下
に「（
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
限
る
。）」
を
加
え

る
。

（
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限

る
。）に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
職
業
安
定
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第

七
項
に
規
定
す
る
特
定
募
集
情
報
等
提
供
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
（
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
施
行
時
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
第
三
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す
る

日
（
当
該
施
行
時
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
が
同
日
以
前
に
次
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該

届
出
を
し
た
日
）
ま
で
の
間
は
、
新
職
業
安
定
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
当

該
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
行
時
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
を
新
職
業
安

定
法
第
四
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
と
み
な
し
て
、
新
職
業
安
定
法
第
五
条
の
五
、

第
四
十
三
条
の
三
か
ら
第
四
十
三
条
の
五
ま
で
、
第
五
十
一
条
、
第
六
十
四
条
（
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
六
十
五
条
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
六
条
（
第
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
六
十
七

条（
新
職
業
安
定
法
第
六
十
四
条
第
九
号
、第
六
十
五
条
第
六
号
及
び
第
六
十
六
条
第
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

施
行
時
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
は
、
第
三
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
日
後
も
引
き
続
き

特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
同
日
ま
で
に
新
職
業
安
定
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の

規
定
の
例
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
職
業
安
定
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二
十
八
条

の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
雇
用
保
険
法
第
十
五
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
十
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改

正
規
定
並
び
に
同
法
第
六
十
四
条
、
第
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
七
十
九
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三

条
の
規
定
、
附
則
第
十
一
条
中
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
条
第
三

項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
二
条
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定

令
和
四
年
七
月
一
日

三

第
一
条
中
雇
用
保
険
法
第
十
条
の
四
第
二
項
及
び
第
五
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
二
条
の
規
定
（
第
一

号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
並
び
に
職
業
安
定
法
の
目
次
の
改
正
規
定（「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
七
条
の
三
」
に

改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
五
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
四
章
中
第
四
十
八
条
の
前
に
一
条

を
加
え
る
改
正
規
定
を
除
く
。）並
び
に
第
三
条
の
規
定
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
条
の
三
第
一
号
の
改
正
規

定
、
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
十
八
条
に
一
項

を
加
え
る
改
正
規
定
を
除
く
。）並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
十
条
の
規
定
、
附
則
第
十
一

条
中
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
十
条
第
十
項
の
改
正
規
定
、
附
則
第
十
四
条
中
青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
四
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
第
三

十
三
条
の
改
正
規
定（「
、
第
十
一
条
中
「
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局
」
と
、「
厚
生
労
働
省

令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
、「
職
業
安
定
法
第
五
条
の
五
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定

法
第
十
五
条
第
一
項
」
と
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。）並
び
に
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四

条
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定

令
和
四
年
十
月
一
日

（
返
還
命
令
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
（
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
第
十
条
の
四

第
二
項
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
十
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
同
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
偽
り
の
届
出
、
報
告
又
は
証
明
を
し
た
者
に

つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
偽
り
の
届
出
、
報
告
又
は
証
明
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

（
支
給
の
期
間
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

第
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
第
二

十
条
の
二
の
規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
附
則
第
十
二
条
に
お
い
て「
第
二
号
施
行
日
」と
い
う
。）

以
後
に
同
法
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
雇
用
保
険
の
国
庫
負
担
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

第
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）に
よ
る
改
正
後
の
雇
用

保
険
法
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
七
条
の
二
ま
で
及
び
附
則
第
十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
四
年
度
以
後
の
年
度
に
係

る
国
庫
の
負
担
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。


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（
検
討
）

第
九
条

政
府
は
、
令
和
六
年
度
ま
で
を
目
途
に
、
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
給
付（
次
項
に
お
い
て「
育

児
休
業
給
付
」
と
い
う
。）及
び
そ
の
財
源
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
新
特
別
会
計
法
附
則
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
繰
り
入
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
補
足
し
た
場
合
に
は
、
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
育
児
休
業
給
付
資
金
の
額
及
び
育
児
休
業
給

付
に
係
る
収
支
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
組
入
れ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

政
府
は
、
令
和
六
年
度
ま
で
を
目
途
に
、
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
の
積
立
金
及
び
雇
用
安
定
資
金
の
額

そ
の
他
の
同
勘
定
の
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
、
新
特
別
会
計
法
附
則
第
二
十
条
の
三
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

４

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
雇
用
保
険
法
及
び
職
業
安

定
法
の
規
定
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
当
該
規
定
に
基
づ
く
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
四
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四

十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」を「
第

四
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
職
員
が
、」を
「
職
員
が
」
に
改
め
、「
場
合
」
の
下
に
「
又
は
当
該
退
職
の
日
後
に
事
業
（
そ

の
実
施
期
間
が
三
十
日
未
満
の
も
の
そ
の
他
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）を
開
始
し
た
職
員
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
職
員
が
同
法
第
二
十
条
の
二
に
規
定
す
る
場
合
に
相
当
す
る
も
の
と

し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
」
を
加
え
、「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第

五
号
中
「
第
四
条
第
八
項
」
を
「
第
四
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
五
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条

前
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
退
職

手
当
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二
号
施
行
日
以
後
に
同
項
の
事
業
を
開
始
し
た
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
同
項
の
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
職
員
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
十
三
条

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
職
業
紹
介
機
関
」
の
下
に
「
、
職
業
安
定
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
募
集
情
報
等
提

供
を
業
と
し
て
行
う
機
関
」
を
、「
、
職
業
紹
介
」
の
下
に
「
、
募
集
情
報
等
提
供
」
を
加
え
る
。

（
青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
八
項
」
を
「
第
四
条
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
、「
労

働
者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
」
を
「
同
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
募
集
情
報
等
提
供
」
に
改

め
る
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

削
除

第
十
三
条
第
一
項
中
「
学
校
卒
業
見
込
者
等
で
」
を
「
学
校
（
小
学
校
及
び
幼
稚
園
を
除
く
。）そ
の
他
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
施
設
の
学
生
又
は
生
徒
で
あ
っ
て
卒
業
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
学
校
卒
業
見
込
者
等
」
と
い
う
。）で
」
に
、「
次
条
」
を
「
同
条
」
に
改

め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
学
校
卒
業
見
込
者
等
求
人
」
を
「
学
校
卒
業
見
込
者
等
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
求
人

（
次
項
に
お
い
て
「
学
校
卒
業
見
込
者
等
求
人
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
五
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四
十
二

条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
第
四

十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
中
「
第
四
条
第
八
項
」
を
「
第
四
条
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を「
同
条
第
十
項
」に
改
め
、「
第

四
十
四
条
第
二
項
」
と
」
の
下
に
「
、「
同
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
募
集
情
報
等
提
供
」
と
あ
る
の
は
「
労
働

者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
」
と
」
を
加
え
、「
、
第
十
一
条
中
「
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は

「
地
方
運
輸
局
」
と
、「
厚
生
労
働
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」と
、「
職
業
安
定
法
第
五
条
の
五
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定
法
第
十
五
条
第
一
項
」
と
」
を
削
る
。

（
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
三
項
中
「
第
四
条
第
九
項
」
を
「
第
四
条
第
十
項
」
に
、「
第
五
条
の
七
」
を
「
第
五
条
の
八
」
に

改
め
る
。

（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
の
表
第
四
条
第
九
項
の
項
中
「
第
四
条
第
九
項
」
を
「
第
四
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
表
第
五

条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
中
「
第
五
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
五
条

の
六
第
一
項
の
項
中
「
第
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

地
域
雇
用
開
発
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
四
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四
十
二

条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
第
四

十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

（
報
酬
受
領
の
禁
止
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

新
職
業
安
定
法
第
四
十
三
条
の
三
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
支
払
の
確
定
し
た
報
酬
に
つ
い
て
適

用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
支
払
の
確
定
し
た
報
酬
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
附
則
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て

「
新
特
別
会
計
法
」
と
い
う
。）の
規
定
は
、
令
和
四
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
し
、
令
和
三
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並

び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
特
例
延
長
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険

法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
新
雇
用
保
険
臨
時
特
例
法
」
と
い
う
。）第
三
条
の
規
定
は
、

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
終

わ
る
日
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）

第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
に

係
る
新
雇
用
保
険
臨
時
特
例
法
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
中
「
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
お

け
る
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
の
末
日
（
当
該
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
が
複
数
あ
る
と
き
は
、
そ
の
末
日
が
直
近

の
も
の
と
す
る
。）」
と
あ
る
の
は
、「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
十
二
号
）
の
施

行
の
日
前
の
直
近
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
に
係
る
緊
急
事
態
が
終
了
し
た
日
」
と
す
る
。
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（
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
五
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四
十
二

条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
第
四

十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
三
条
第
五
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四
十

二
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
第

四
十
二
条
の
二
」
に
改
め
、「
従
事
す
る
者
」
と
」
の
下
に
「
、「
同
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
」
と
」を
加
え
る
。

（
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
三
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四
十
二

条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
第
四

十
二
条
の
二
」
に
改
め
、「
従
事
す
る
者
」
と
」
の
下
に
「
、「
同
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
」
と
」
を
加
え
る
。

（
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
五
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四
十
二

条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
第
四

十
二
条
の
二
」
に
改
め
、「
従
事
す
る
者
」
と
」
の
下
に
「
、「
同
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
」
と
」
を
加
え
る
。

（
地
域
再
生
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
二
十
八
第
三
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、第
五
条
の
五
」に
、「
第

四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を

「
第
四
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
認
定
職
業
訓
練
又
は
公
共
職
業
訓
練
等
（
雇
用
保
険
法
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
共

職
業
訓
練
等
」
を
「
認
定
職
業
訓
練
等
（
認
定
職
業
訓
練
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
並
び
に
独
立
行
政
法
人
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
設
置
す
る
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
行
う
職
業
訓
練
（
職
業
能
力
開
発
総

合
大
学
校
の
行
う
も
の
を
含
む
。）並
び
に
雇
用
保
険
法
第
十
五
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
訓
練
又
は
講
習
」
に
改

め
る
。

第
十
一
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

認
定
職
業
訓
練
等

（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
五
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
の
五
」
に
、「
第
四
十
二

条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
「
第
四
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
十
二
条
の
三
」
を
「
第
四

十
二
条
の
二
」
に
改
め
、「
従
事
す
る
者
」
と
」
の
下
に
「
、「
同
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
」
と
」
を
加
え
る
。

（
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律

第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
九
項
」
を
「
第
四
条
第
十
項
」
に
、「
第
五
条
の
五
か
ら
第
五
条
の
七
ま
で
」

を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
の
六
か
ら
第
五
条
の
八
ま
で
」に
、「
第
五
条
の
五
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
の
六
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

削
除

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
五
十
五
号
中
「
募
集
」
の
下
に
「
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
」
を
加
え
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
八
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
七
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
二
百
四
十
三
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
八
十
三

号
）
第
十
四
条
第
一
項
及
び
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
七
十
五
号
）
第
七
条
第
二
号
ル
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
二
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十

性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出

演
に
係
る
被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関
す

る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
十
条
（
同
法
第
十
三
条
第
六
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定

す
る
罪

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
）

第
二
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
二
十
五
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五

性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の

出
演
に
係
る
被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関

す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
十
条
若
し
く
は
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
罪
（
こ
れ
ら
の
罪

に
当
た
る
行
為
が
児
童
で
あ
る
出
演
者
に
対
し
て
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又

は
こ
れ
ら
の
罪
に
係
る
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
罪

（
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
三
百

二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十

性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出

演
に
係
る
被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関
す

る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
十
条
（
同
法
第
十
三
条
第
六
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定

す
る
罪

附

則

こ
の
政
令
は
、
性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ

の
出
演
に
係
る
被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関
す
る

法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫


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○

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）（

傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
児
童
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
罪
）

（
児
童
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
罪
）

第
一
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規

第
一
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規

制
等
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
政

制
等
に
関
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
政

令
で
定
め
る
罪
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

令
で
定
め
る
罪
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
二
十
四

（
略
）

一
～
二
十
四

（
略
）

二
十
五

性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め

（
新
設
）

に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救

済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年

法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
十
条
若
し
く
は
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
罪
（
こ
れ
ら

の
罪
に
当
た
る
行
為
が
児
童
で
あ
る
出
演
者
に
対
し
て
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当

該
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
罪
に
係
る
同
法
第
二
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
罪

二
十
六

（
略
）

二
十
五

（
略
）
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